
























l井口千雪 rI三国志演義』三系統の版本の継承関係 劉龍田本をてがかりにーJ (1東方学』第 127輯、 2014
年)、同 rI三国志演義』三系統の版本の継承関係ー異同の全体像から見た成立過程の考察ーJ (1京都府立
大学学術報告「人文JI第65号、 2014年)。
2角谷聡 rr三国志物語Jの形成 「銅雀台故事Jを中心にJ (1中国学研究論集II号、 2003年)、同 rr三
国志物語Jにおける赤壁の戦いと甘露寺説話J (1中国中世文学研究I45・46号、 2004年)、同 rr三国志
物語」の形成・三顧茅底故事を中心としてJ (1中国中世文学研究I57号、 2010年)。
3竹内真彦「諸葛亮と鐸筆駅一英雄伝説とその舞台J (1日本中国学会報I56号、 2004年)。
4拙稿 rr大桑村Jの人 『至治新刊全相平話三国志』の地名に関する一考察 J (1三国志研究』第4号、 2009
年)。
5鴻恵民点校『乙卯割l記・丙辰割l記・知非日礼』所収、中華書局、 1986年による.





































































































































































































































年)、評林本( W新刊京本校正演義全像三国志伝評林~ ) 




2001年)二四八頁を見ると、 [例句]に上掲迂元亨の散曲を引き、 [縄文]として「曹操小字阿腕， ‘者備
'是対他不i&1"敬的称l早 老蹴指曹操，他在民間文玄里是ー ノト好雄的距象 」と記す.

















[表] 嘉靖本 李卓奇 葉逢春 余象斗 評林本 劉龍田
「曹陥J 「普賊」 評本 本 本 本
「老麟」使用回数
曹鰯 6 16 8 10 5 10 
曹賊 19 20 14 18 12 14 











26たとえば、金文京 rr三国演義』版本試探 建安諸本を中心にーJ (r集刊東洋学』第 61号、 1989年) r 4
建安本の性格J、上回望 rr三国演義』版本試論一通俗小説の流伝に関する一考察 J (r東洋文化』第 71
号、 1990年) r 1 r三国演義』の諸版本」に指摘がある。
27前掲注l井口氏論文参照。
28総評に次の通り見える。
干祭最識大越、只矯園家争勝負、不震一身排曲直、員良勝也a 室堕以金串賞之、欝亭俣加之亦可詞善用英雄也。
安有不興王興伯之理。
長子愛短不央市突典章。死典章一人耳、其知不知、也不可知活典章揃前都是也。如何不篤重盛傾心。主盛的是
蛾也。主堕的是賊也。諸人如何出得他手。然主盛好雄、又出不得郷氏也a殺其名勝、殺其猶予、殺其愛子、特
未殺主蹟耳。可笑今入、無差堕之好雄、有都民之惑溺。其不殺也者、幾希失。危哉、危哉。保哉、保哉.何忍
言也、何忍見也。
- 77ー
斗本は「感嘆日Jのなかに「老揃Jを一例用いる"ほか、評の記述や評題に計一三例「老
繭」を使用する。評林本は評の記述中に「老目前」を五例使用する。業逢春本と劉龍田本に
は「老麟」の使用を確認できない。
「老目前」の用例を「甘寧百騎もて曹営を却す(甘寧百騎却曹営)Jに見てみたい。甘寧
が百騎で曹操の軍営を脅かして戻る場面に、孫権が褒め称えるせりふがある。
権執其手目、足以驚E主主盛否。非吾相捨生、欲規卿臓耳。(孫櫨はその手をとりい
いました、 「釜盟を驚かせたことであろう。私は見殺しにしたのではなく、御身の
度量を見たかったまでじゃ。 J) (余象斗本巻十二)
櫨執其手目、足以驚骸丞盤否。非吾相捨生、欲規卿胸耳。(孫構はその手をとりい
いました、 「主監を驚かせたことであろう。私は見殺しにしたのではなく、御身の
度量を見たかったまでじゃ。 J) (評林本巻十二)
孫機自来迎接、甘寧下馬奔伏。孫櫨扶起、権携寧手日、将軍此去、足以驚駿蚤腿也。
非孤相捨、正欲観卿脆耳。(孫権がみずから出迎えにやってくると、甘寧は馬から
降りて平伏しました。孫権は扶け起こし、甘寧の手を携えていいました、 「将軍の
このたびのはたらきは、議践を驚かせたことであろう。私は見殺しにしたのではな
く、御身の度量を見たかったまでじゃ。 J) (李卓吾評本六十八回一則)
余象斗本と評林本の本文は一致し、孫権が替操を「老蹴」と称する点も一致する。李卓
吾評本の本文も、内容は余象斗本と評林本に共通するものの、孫権は曹操を「老賊」と称
している。とはいえ、 「老蹴」と「老賊」の使い分けが表現効果の違いをもたらしている
とはいいがたく、入れ替えても文意に支障を来さないであろう。
ついで「老目前」が評語に用いられる例を見てみたい。 r長坂橋に越雲主を救う(長坂橋
趨雲救主)Jには、余象斗本・李卓吾評本ともに評を付している。評林本には該当する評
がない。阿斗(のちの劉禅)をふところに抱き、越雲が曹操軍の包囲網を脱する場面に次
の評が見える。
力戦而四将乱走丞盤。援践在景山、安得不驚。後盤路傍令、不許放冷箭。便是天欲
興起女IJ氏。(力を尽くして戦ったものの四人の将は散り散りに丞監のもとに逃げる
こととなる。援監は景山にいて、どうして驚かずにいられよう。のち最肢は命令を
29余象斗本同様に「感嘆日」のなかに「老賄Jを用いる版本として、鄭少垣本(r新銀京本校正通俗演義按鑑三
国志伝1)、楊間斎本(I重刻京本通俗演義按銭三国志伝1)、湯賓安本(I新刻湯学士校正按鑑演義全像通
俗三国志伝1)がある。調査は前掲注25周氏CD-R所収の影印本による a
。 。??
伝え、不意打ちの箭を放つことを許さなかった。ほかでもない天が劉氏を興そうと
しているのだ。) (余象斗本巻七)
主盛欲得子龍、那知反失阿斗。天理、天理。(主監は子龍を手に入れようとしたが、
かえって阿斗を失うことになると知る由もない。天の道理、天の道理。)
(李卓吾評本第四十一回二則)
李卓吾評本の評は「老蹴」のみで曹操を指し、余象斗本は評のなかに曹操の称として「老
繭」と「操賊」の二つを用いている。とはいえ、余象斗本の「老附Jと「操賊Jは、一方
に統ーしても表現上差し支えなかったと推察される。李卓吾評本も、総評に「曹隔」と「老
断」を使用する例を確認できる300 i曹附」と「老繭」を入れ替えても文意に支障を来さ
ない点は余象斗本に同様と推察される。
前掲した[表]に戻ろう。 r曹賊」は、最多の李卓吾評本が三O例使用している一方、
最少の評林本にも一三例の使用を確認できる。 r曹賊」は六種の版本いずれにも使用され
ている。ただし、 「詩臼」や地の文のなかに「曹賊」を用いる伊jは少なく、せりふに多い。
以下に三例を見ていく。一例目は、呂布と劉備を同士討ちさせようとした曹操の手紙を読
み、呂布が泣いて述べるせりふである。
布看畢、泣目、此乃萱盤令我弟兄不和。(日布は読み終わると、泣いていいました、
「これはほかでもない萱E童が我ら兄弟を仲たがいさせようとしているのじゃ。 J) 
(嘉靖本巻三・呂布夜月奪徐州)
二例目は、劉備を呉に呼び寄せるために、周五誌によって遣わされた呂範が、劉備に縁組
みを勧めるせりふである。
純目、人若無婦如屋無、宣可中道而廃人倫也。主人呉侯有一妹美而大賢、堪可以奉
箕答。若商家共結秦晋之歓、興l萱盤不敢正視失。家国之事並皆全美。皇叔勿生疑惑、
便可一行。(日飽はいった、 「人に妻がないのは住まいがないようなもの、どうし
て志半ばに人倫を廃することができましょう。主の呉侯に美しくたいそう賢い妹御
がおられ、奥方とするのにふさわしいと存じます。もし両家で縁組がととのいまし
たならば、萱監は東南を正面から見据えることはしますまい。家の事と国の事どち
らにとっても幸いでござります。皇叔にはお疑いなさいますな、ご同道いただきた
30たとえばー 百九回二則「司馬師威主立君」の総評に次の通り見える。
豊監通天智術、亦不過四十年耳。向之出乎爾者、今盤反乎爾者失。奉勘世人、看此様子、不若倣箇忠臣孝子、
反得便宜也。道皐先生有言目、倣君子、白落倣了君子、倣小人、在却倣了小人。虞至言也.勿震不能流芳、亦
嘗遺臭等語所誤、徒逗其智術、無益也.諸自思之、即有智術能知茎盛乎哉。今茎盛何如也。不過四十年耳、可
思也、可念也。
79 
い。 J) (余象斗本巻九・周論定計取荊州)
三例目は、曹操のもとに囚われた妻と関羽を思い煩悶する劉備のせりふである。
玄徳日、二弟不知音耗、妻小陥於萱盤。上不能報圏、下不能全家。安得不懐憂也。
(玄徳はいった、 「二人の弟は消息が知れず、妻は萱墜に捕らえられた。上は固に
報いることはできず、下は家を保つことができませぬ。思い煩わずにおられましょ
うか。 J) (劉龍田本巻五・関雲長策馬刺顔良)
三人のせりふのなかで曹操を「曹賊」と表記しているが、 「老備J r曹蹴」に比べて表
現上差異があるとは見なしがたい。評の多い李卓吾評本では、 「賊J字との組み合わせと
して「曹賊」のほかに、董卓に対する蔑称「卓賊」がある31。また「賊」の一文字や「老
賊」の二文字によって諸葛亮を悪し様にいう例も確認できる叱嘉靖本は「曹賊」を一九
例使用するうち、せりふのなかに一六例用い、李卓吾評本は「曹賊」を二O例使用する。
せりふに用いる回数は一四例をかぞえる。葉逢春本と劉龍田本は「曹賊」を使用する一四
例のうち、せりふに用いる回数は一三例に達する。用例の数から述べると、 「曹賊」は『三
国志i寅義』の登場人物が曹操を罵る際に用いる語である。
最後に【表]の「曹繭」はどうか。小論第 1章に示した通り、 「官職」は『侃文韻府』
巻十四「蹴」の条に「詩藻」として挙げてある。つまり「曹繭」も詩語であり、かつ『侃
文韻府』巻十四「臓」の条には出典として「蘇紙詩」を引用している。詩語としての用例
は、 「老踊」よりも「嘗蹴」の方が古く、たとえば中唐の元穏 (779-831)が詩に用いて
いる30 ~三国志演義』は、詩話に由来する「曹臓」と「老陥」を用いているが、 「老蹴」
を評語に用いるのに対して、 「曹噺」は詩語として使用される。以下に「曹耳目」の用例を
四例挙げる。
一例目は、甘寧が「白鷲伺(ガチョウの羽)Jを甲に挿した百騎を率い、三更の聞に乗
じて暫操の軍営を脅かしたさまを詠じる詩である。
聾鼓聾喧震地来。雄師到慮鬼神哀。百矧直貫萱盤察。護説甘寧虎将才。(聾鼓声喧
しく地を震いて来る。雄師到る所鬼神哀しむ。百伺直ちに貫く萱盤の築。尽く説
31李卓吾評本第四国一則「康漢帝蓋卓弄権」の本文 f(董卓)喚李儒帯武士十人来殺少帝。」に対して「皇盤至
此極悪大罪、何可逃也.Jという評が見える。
32李卓吾評本第五十回二則「関雲長義稗曹操Jの該当部分から二箇所を挙げる。一箇所目に、本文「孔明日、将
軍英非因吾等不曾遠接。同顧左右目、放等緑何不先報覆。雲長田、関某特来請死.孔明日、英非曹操不曾投華
容道上来也。雲長日、是従那裡束。閑某無能因此走透。」に対して、評「型旦是盤。雲長是悌.Jとある。二
箇所目に、本文「干し明日、革得甚将士来。雲長田、皆不曾率的.孔明日、此是雲長想曹操昔日之恩、故意放了。
昔日漢高祖斬丁公封薙歯、所以正軍法也。王法乃園家之典刑、量容人情哉.Jに対して、評 f]'L盟是箪主盤。 J
とある。
3 I元稿集1(其勤点校、中華書局、 1982年.2010年第2版修訂本)巻二十三・楽府「葦逃行」に「劉虞不敢
作天子、盟盛纂乱従此始」と見える。
??? ?
く甘寧虎将の才なりと。) (嘉靖本巻十四・甘寧百騎却曹営)
二例目には、曹操が行軍する場面に挿入される詩を取り上げる。曹操は行軍中に麦を踏
み荒らした者は死罪に処すと命じる。畑から飛び出たハトに曹操の騎馬が驚き、麦のなか
へ走り込み、踏み荒らす。自害しようとする暫操を人々が押しとどめる。郭嘉が「法は尊
きに加えず」という『春秋』の義を持ち出すと、曹操は死罪をまぬがれる代償として、首
の代わりにみずからの髪を切り落とす。兵士たちはその行いに感動し、 Z聖徳に従わない者
はなかった。そのさまを次のように詠じる。
十高W:~体十寓心。一人競令衆難禁。援万割髪権為過、方見萱盤詐術深。(十万の枇
かり はじめ
林十万の心。一人の号令衆禁じ難し。刀を抜き髪を割きて権に過と為すに、 方
て見る萱盛(J)詐術深きを。) (葉蓬春本巻二・曹操曾兵撃意術)
三例目は、初陣で諸葛亮が、曹操軍を火攻めで退却させたことを詠じる詩である。
博望焼屯用火攻。論巾羽扇談談中。濃雲撲面山川黒、烈焔飛燈宇宙車工。不至夏侯謬
勇力、故教諸葛有威風。直須驚破萱盛勝、初出茅虚第一功。 (t専望に屯を焼くに火
攻を用ゆ。給巾羽扇談談の中。濃雲面を撲ち山川黒く、烈焔飛燥宇宙紅なり。
ただ
夏侯勇力を謬るに至らざるに、故に諸葛をして威風有らしむ。直須らく萱監の胆
を驚破すべし、初めて茅虚を出でてより第一の功。)
(余象斗本巻七・諸葛亮博望燐屯)
四例目は、長坂橋のうえで張飛が大喝し、曹操の軍勢が四散したさまを詠じる詩である。
長坂橋頭殺気生。横鎗立馬眼園除。一撃好似高雷引、猫退堂監百寓兵。(長坂橋頭
に殺気生ず。鎗を横たえ馬を立てて限円く跨る。一声轟雷引くが好似く、独り
退ける萱盛百万の兵。) (劉j龍田本巻七・張飛拒水断橋)
「曹噺」を平灰が同じ「曹賊」に替えるにせよ、 「曹噺」と平灰が異なる「老臓」に替
えるにせよ、詩意は変わらないであろう。挿入詩のなかでことさらに「曹蹴」を用いる必
要はなかったと推察される。 r曹繭」の使用回数を見ると、嘉靖本は六例のうち、詩のな
かに四例、古風ー篇のなかに一例使用する。葉逢春本は八例のうち詩のなかに四例と、詩
讃のなかに一例使用する。余象斗本は-0例のうち詩に六例、詩讃に一例使用し、劉龍田
本は-0例のうち七例を詩のなかに使用する。評林本のみ詩語として「曹附」の用例が少
なく、五例のうち詩に使用するのは二例にとどまる。 r老繭」に比べて「曹蹴」は詩語と
して古くから用いられるため、 『三国志演義』は詩語として「嘗目前」を用いたと推察され
る。
今回調査した版本に見る限り、 『三国志演義』は、詩のなかで曹操を庇める場合に「曹
。 。
附」を用い、せりふのなかで嘗操を罵倒する場合に「曹賊」を用いている。 r老附」はも
っぱら評に用いる語となっている。そのほか登場人物に対する蔑称として「好雄」があり、
李卓吾評本には劉備の称に用いる例を確認できる340 i老蹴Jの用途を「曹腕J r曹賊」
のこつと比較すると、該語は、物語の内容や登場人物を「評Jする際に用いられる。
「老附」は、淵源を史書『三国志』の注に引く『曹目前伝』の「阿繍Jに見出せるとして
も、事実上の来源は蘇戦が「甘露寺」詩に用いた「老蹴」に求めうる。 r甘露寺」詩以降、
「老騎」は曹操に対する蔑称として詩文に類型的に用いられ、 『三国志演義』に採り入れ
られたのではなかろうか。
おわりに
これまでに述べてきたことをまとめる。 r老目前」とは、 『三国志演義』に曹操の称とし
て使用される語である。 r老備」は『三国志』の武帝紀に義松之が注として引く『曹嫡伝
』に「阿蹴」として見える語を淵源とする。ただし、 「老蹴」としての用例は、蘇拭「甘
露寺」詩を鳴矢とする。 r老蹴」は「甘露寺」詩の段階で曹操に対する蔑称としての意味
合いが付与されており、以降の詩文にあってももっぱら曹操の蔑称として用いられる。
『三国志演義』の「老麟」を見ると、嘉靖本では韻文のなかに使用され、淵源たる「甘
露寺」詩の用例を街仰とさせるものの、概して余象斗本や評林本、李卓吾評本といった版
本に至り、詩語や登場人物のせりふではなく、 「評Jのなかで曹操を指す語となる。とり
わけ李卓吾評本にそれが顕著である。
『三国志」の記載に淵源を持つものの、後代にあらわれた詩語に由来する語として、 「
老繭」は類型的に使用される過程を経て『三国志演義』に採り入れられたと推察される。
この点に鑑みると、 「老鵬」も史書の記載から離れた蔑称を『三国志演義』が採り入れた
例と見なせるのである。
34李卓吾評本第十一回二目1]r呂温侯濃陽大戦Jを見ると、本文「衆皆勤玄徳留小怖、玄徳従之。席散越雲僻去、
玄徳不忍相離、更留二目。陶謙賞勢軍巳畢。孔融・回楢相別、各自引軍去了。玄徳輿子龍執手臨期、意猶不捨。
子龍奔干地日、雲終不敢背公顧錦之徳也.Jに対して、評「茎箆証盤.白骨牧拾子龍也。」とある。
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